
～環境副大臣と環境大臣政務官が 
　　　　　   トキ関連施設を視察～ 
 　５月４日、環境省の土屋品子副

大臣が、続いて５月16日には北川

知克環境大臣政務官が佐渡市

を訪れ、佐渡トキ保護センター野

生復帰ステーションなどを視察しました。 

　土屋副大臣は、野生復帰ステーションのほかに、現

在トキの保護増殖を行っている佐渡トキ保護センター、

トキ資料展示館、かつてのトキ生息地であった生椿地

区を視察しました。また、北川政務官は関連施設を視

察後、旧トキ保護センター跡地に新潟県が整備した｢清

水平ビオトープ｣を視察しました。ビオトープでは市長、

NPO法人トキどき応援団のメンバーとともに田んぼに

入り、田起しや畦ぬり作業をして汗を流していました。 

　佐渡トキファンクラブの

ホームページではトキに関

する最新情報をご覧いた

だけます。ファンクラブ会

員も随時募集しています。 

http://toki-sado.jp/fanclub 

 

土屋環境副大臣（中央） 

北川政務官　現地作業の様子（中央） 
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ト
キ 

野
生
復
帰
に
む
け
て 

31

佐
渡
ト
キ
保
護
セ
ン
タ
ー
で
飼
育
さ
れ
て

い
る
ト
キ
を
野
生
に
戻
す
た
め
の
訓
練
施
設

と
し
て
、佐
渡
ト
キ
保
護
セ
ン
タ
ー
野
生
復

帰
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
３
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
ト
キ
は
自
然
に
適
応
す
る
た
め
の
訓

練
を
し
て
、早
け
れ
ば
来
年
に
も
試
験
放
鳥

さ
れ
る
予
定
で
す
。
お
よ
そ
10
年
後
に
小
佐

渡
東
部
地
域
に
60
羽
の
ト
キ
が
生
息
す
る

こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、環
境
省
の
試
算
で
は
、ト
キ
の

餌
と
な
る
水
生
動
物
が
豊
富
な
水
田
が
５

０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

絶
対
的
に
不
足
し
て
い
る
現
状
で
す
。 

そ
こ
で
、今
年
度
か
ら
ト
キ
の
野
生
復
帰

に
向
け
て
ト
キ
の
餌
場
の
整
備
拡
大
を
図

る
た
め
、休
耕
田
を
利
用
し
た
ビ
オ
ト
ー
プ

管
理
や
冬
期
湛
水
を
実
施
す
る
団
体
に
対

し
て
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

な
お
、こ
の
補

助
事
業
は
、新

潟
県
ト
キ
保

護
募
金
か
ら

２
分
の
１
の
助

成
を
受
け
て

実
施
し
ま
す
。

詳
し
く
は
ト

キ
推
進
室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

■
補
助
対
象
団
体 

10
ア
ー
ル
以
上
連
担
し
た
団
地
の
水
田

等
を
維
持
管
理
す
る
団
体（
集
落
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
等
） 

■
補
助
対
象
水
田
等 

７
月
に
指
定
さ
れ
る
予
定
の
国
指
定
小

佐
渡
東
部
鳥
獣
保
護
区
内（
新
穂
地
区
と

両
津
地
区
の
一
部
）に
あ
る
水
田
等 

■
補
助
対
象
経
費 

別
に
定
め
る
維
持
管
理
基
準
に
よ
り
行

っ
た
事
業
で
、ト
キ
ビ
オ
ト
ー
プ
の
維
持
管
理

に
要
す
る
次
に
掲
げ
る
経
費 

報
酬
、賃
金
、原
材
料
費
、消
耗
品
費
、使

用
料
及
び
賃
借
料
、通
信
運
搬
費
、委
託
料
、

工
事
請
負
費
等 

■
補
助
金
額（
10
ア
ー
ル
当
り
） 

・
ト
キ
ビ
オ
ト
ー
プ
　
３
万
円
以
内 

・
冬
期
湛
水
　
１
万
５
千
円
以
内 

・
団
地
化
加
算（
30
ア
ー
ル
以
上
の
団
地
化
）

１
万
円
以
内 

・
団
体
事
務
費（
50
ア
ー
ル
以
上
の
団
地
を

管
理
す
る
団
体
１
団
体
に
対
し
）３
万
円

以
内 

■
維
持
管
理
基
準 

①
ト
キ
ビ
オ
ト
ー
プ（
休
耕
田
ビ
オ
ト
ー
プ
等
） 

・
通
年
、常
時
た
ん
水
状
態
を
保
持 

・
農
薬
は
使
用
し
な
い 

・
畦
際
に
江
や
深
み
を
造
る 

・
四
季
ご
と
の
簡
易
生
物
調
査 

・
市
が
主
催
す
る
研
修
会
へ
の
参
加 

・
作
業
日
誌
・
標
識
の
設
置
　
な
ど 

②
冬
期
湛
水 

・
減
農
薬
・
減
化
学
肥
料
お
よ
び
無
農
薬
・

無
化
学
肥
料
に
よ
る
圃
場 

・
畦
際
に
江
や
深
み
を
造
る 

・
冬
期
の
簡
易
生
物
調
査 

・
市
が
主
催
す
る
研
修
会
へ
の
参
加 

・
作
業
日
誌
・
標
識
の
設
置
　
な
ど 

お
問
い
合
わ
せ 

　
市
役
所
　
環
境
課
　
ト
キ
推
進
室 

　
　
q
６３
‐
３
１
１
３ 

〜
佐
渡
市
ト
キ
ビ
オ
ト
ー
プ
整
備
事
業
補
助
金
〜 

 

国指定小佐渡東部鳥獣保護区（７月指定予定）概略図 

小佐渡東部鳥獣保護区 



 
相
川
金
銀
山
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
知
ら

れ
る
道
遊
の
割
戸
は
、割
間
歩
・
六
十
枚
間

歩
と
と
も
に
慶
長
６
年（
１
６
０
０
）に
発

見
さ
れ
た
と
伝
わ
る
金
銀
山
発
見
の
端
緒

と
な
っ
た
伝
説
の
山
で
あ
り
、同
金
銀
山

最
大
級
の
露
天
掘
り
跡
で
す
。江
戸
時
代

か
ら
現
代
ま
で
採
掘
が
続
け
ら
れ
、現
在

で
も「
割
戸
」と
呼
ば
れ
る
山
の
中
央
を
Ｖ

字
型
に
割
っ
た
よ
う
な
威
容
な
姿
が
残
り
、

遠
く
相
川
の
春
日
崎
か
ら
も
そ
の
姿
を
眺

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、裏
側
か
ら

道
遊
の
割
戸
を
見
る
と
、露
出
し
た
岩
盤

に
狸
穴
と
呼
ば
れ
る
坑
道
が
無
数
に
見
ら

れ
、山
の
中
ま
で
ア
リ
の
巣
の
よ
う
に
坑

道
が
掘
ら

れ
て
い
る

こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

江
戸
時
代

か
ら
、山
の

地
表
に
出

て
い
た
鉱

脈
を
人
々

が
金
銀
を

得
る
た
め
に
何
十
年
も
の
年
月
を
か
け
て

タ
ガ
ネ
と
ノ
ミ
だ
け
で
掘
り
崩
し
、山
が

二
つ
に
断
ち
割
ら
れ
た
姿
は
、金
銀
を
追

い
求
め
た
人
々
の
凄
ま
じ
い
熱
意
を
感
じ

さ
せ
ま
す
。 

  道
遊
の
割
戸
は
、頂
上
部
分
で
海
抜
２

５
２
メ
ー
ト
ル
、山
麓
か
ら
１
３
２
メ
ー

ト
ル
、割
れ
目
の
部
分
の
大
き
さ
は
、最
大

幅
30
メ
ー
ト
ル
、深
さ
74
メ
ー
ト
ル
も
あ

り
、こ
れ
ほ
ど
の
規
模
を
持
つ
も
の
は
国

内
で
は
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。ま
た
、

割
戸
が
あ
る
道
遊
脈
と
よ
ば
れ
る
金
銀
鉱

脈
は
、高
任
竪
坑
か
ら
東
に
の
び
、稼
業
延

長
１
２
０
メ
ー
ト
ル
、稼
業
深
度
１
５
０

メ
ー
ト
ル
、平
均
脈
幅
10
メ
ー
ト
ル
も
あ

り
、佐
渡
の
鉱
床
の
な
か
で
も
大
き
な
部

類
に
入
り
ま
す
。ま
た
、鉱
脈
中
に
は
金
銀

が
１
対
10
の
割
合
で
含
ま
れ
、金
含
有
量

は
５
グ
ラ
ム
／
ト
ン
で
す
。 

  江
戸
時
代
の
絵
図
を
見
る
と
道
遊
の
割

戸
は
、古
来「
青
柳
の
割
戸
」と
書
か
れ
て

お
り
、そ
の
下
に「
道
遊
間
歩
」と
い
う
間

歩
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。こ
の
青
柳
の
割

戸
が
、幕
末
頃
か
ら「
道
遊
の
割
戸
」と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
青
柳
の
割

戸
」に
つ
い
て
は
、青
柳
と
い
う
名
字
の
人

物
が
佐
渡
に
お
り
、こ
う
し
た
人
名
か
ら

名
付
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、「
道

遊
間
歩
」の
道
遊
と
い
う
人
物
は
、記
録
に

無
い
の
で
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。し
か
し
、

道
伝
と
名
乗
る
人
物
が
、相
川
小
六
町
で

遊
郭
を
経
営
し
て
い
た
の
で
、い
ず
れ
に

し
て
も
人
名
に
由
来
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。 

  道
遊
の
割
戸
は
、近
代
か
ら
現
代
ま
で

割
れ
目
の
下
の
部
分
で
採
掘
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
割

れ
目
の
部
分
は

そ
の
ま
ま
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

そ
の
山
容
が
後

世
に
残
さ
れ
た

理
由
に
つ
い
て
、

佐
渡
鉱
山
の
鉱

場
課
長
で
あ
っ

た
神
田
礼
治
が

明
治
10
年
代

に
書
い
た『
佐

渡
鉱
山
道
遊

坑
の
記
』
に
、

道
遊
は
鉱
脈

が
極
め
て
硬
く
、

金
銀
が
少
な

い
こ
と
、斜
面

が
急
で
下
向

き
や
上
向
き

の
階
段
掘
り

が
難
し
い
こ
と
な
ど
も
あ
り
、採
掘
を
試

み
た
も
の
の
採
算
が
取
れ
な
か
っ
た
と
書

か
れ
て
い
ま
す
。こ
の
た
め
、山
が
切
り
崩

さ
れ
る
こ
と
も
無
く
、佐
渡
金
山
の
シ
ン

ボ
ル
と
も
い
う
べ
き
見
事
な
山
容
が
後
世

に
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、平
成
６
年（
１

９
９
４
）５
月
24
日
、国
の
史
跡
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。ま
た
、そ
の
風
光
明
媚
な
姿

は
、相
川
八
景
の
道
遊
秋
月
と
し
て
多
く

の
詩
歌
に
も
詠
ま
れ
、山
麓
に
は
、昔
の
坑

道
を
再
利
用
し
た
相
川
測
候
所
の
地
震
計

や
近
代
の
佐
渡
鉱
山
発
展
に
尽
力
し
た
大

島
高
任
を
祀
っ
た
高
任
神
社
な
ど
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。 

  
お
わ
び
と
訂
正 

　
市
報
さ
ど
５
月
号
に
掲
載
し
ま
し
た
「
世
界
文
化

遺
産
登
録
に
向
け
て
―
史
跡
佐
渡
奉
行
所
跡
"
」
に

つ
い
て
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
掲
載
写
真
の
、復
元
さ
れ

た
佐
渡
奉
行
所
大
御
門
の
材
料
は
マ
ツ
で
は
な
く
、正

し
く
は
ケ
ヤ
キ
で
す
。お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。 

世
界
遺
産
・
文
化
振
興
課
 

　
q
27
―
４
１
７
０
 

ど
う
ゆ
う
 

わ
れ

と
 

わ
れ

ま

ぶ
 

わ
れ

と
 ろ

 
て
ん

ぼ
 

た
ぬ
き
あ
な
 

ど
う
ゆ
う
み
ゃ
く
 

た
か
と
う
た
て
こ
う
 

あ
お
や
ぎ
 ど

う
ゆ
う

ま

ぶ
 

あ
お
や
ぎ
 

ど
う
で
ん
 

こ

ろ
く
ま
ち
 

ゆ
う
か
く
 

か
ん

だ

れ
い
じ
 

ふ
う
こ
う
め
い

び
 

し
ま
た
か
と
う
 

お
お
 

ま
つ
 

た
か
と
う
じ
ん
じ
ゃ
 

▲道遊の割戸遠景 

▲間近で見た道遊の割戸 
左右の壁面にも無数の坑道が掘られています 

 

▲描かれた道遊の割戸 

▲昭和20年代　道遊の割戸採掘風景 
 崖に木材で足場を組んで鉱石を採掘している 

様子がわかります 
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― 

今
回
は
新
穂
出
張
所
・
小
木
出
張
所
で
す
― 

 

サ
タ
デ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
 

 
 
 
 
ク
ラ
ブ
（
新
穂
地
区
） 

 サ
タ
デ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
は
新
穂
地
区
の

児
童
を
対
象
に
様
々
な
体
験
活
動
を
土
曜
日

に
実
施
し
て
い
る
事
業
で
す
。
 

地
区
の
ク
ラ
ブ
や
サ
ー
ク
ル
の
地
域
指
導
者

か
ら
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、囲
碁
、将
棋
、探
鳥
会
、

天
体
観
測
、ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
、歴
史
探
訪
、ス
テ

ン
ド
グ
ラ
ス
な
ど
２０
種
目
を
指
導
し
て
も
ら
い

活
動
し
て
い
ま
す
。
 

５
月
１２
日
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
で
は
、昨
年
か

ら
参
加
し
て
い
る
経
験
者
が
揃
っ
た
の
で
、さ
っ

そ
く
試
合
形
式
で
の
活
動
を
行
い
、競
技
で
は

ゲ
ー
ト
を
通
過
す
る
と
チ
ー
ム
か
ら
歓
声
が
あ

が
っ
て
い
ま
し
た
。

ボ
ー
ル
の
配
置
に

つ
い
て
は
ク
ラ
ブ
の

方
か
ら
作
戦
の
ヒ

ン
ト
を
も
ら
い
な

が
ら
競
技
を
す
す

め
ま
し
た
。
 

こ
の
経
験
を
活

か
し
、
地
区
の
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

で
活
躍
で
き
る
と

い
い
で
す
ね
。
 

チ
ビ
ッ
子
農
園
 

　
　
こ
と
ぶ
き
農
園
（
小
木
地
区
）
 

 　
小
木
地
区
の
生
涯
学
習
活
動
は
幼
稚
園
児

か
ら
高
齢
者
の
方
々
ま
で
の
活
動
を
応
援
！！
 

○
小
木
幼
稚
園
児
を
対
象
と
し
た
「
ふ
れ
あ
い

家
庭
学
級
」
で
は
、一
年

間
を
通
し
て
子
ど
も
た

ち
の
情
操
教
育
を
基
と

し
た
学
習
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。
 

　
五
月
晴
れ
の
下
、小
木

幼
稚
園
児
２８
人
は
サ
ツ

マ
イ
モ
植
え
に
挑
戦
！
こ

の
ほ
か
、カ
ワ
イ
イ
店
員
さ
ん
と
な
っ
て
模
擬
店

を
体
験
す
る
「
お
み
せ
や
さ
ん
ご
っ
こ
」
、和
太

鼓
体
験
や
、茶
道
の
講
師
を
迎
え
て
の
「
お
茶

会
」
な
ど
、色
々
な
体
験
を
通
し
て
子
ど
も
た

ち
の
健
や
か
な
成
長
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。
 

○
「
こ
と
ぶ
き
学
級
」・・・
概
ね
50
歳
以
上
を

対
象
と
し
た
講
座
の
中
で
、受
講
生
に
よ
る
農

園
で
の
花
作
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。５
月
18
日
、

農
園
の
草
刈
を
み
ん
な
で
協
力
し
行
い
ま
し
た
。
 

　
こ
の
ほ
か
、手
芸
を
習

っ
た
り
、研
修
旅
行
に
出

か
け
た
り
、文
化
祭
に
出

展
し
た
り
と
、
盛
り
だ

く
さ
ん
の
メ
ニ
ュ
ー
を
実

施
し
て
、「
生
涯
現
役
」

を
楽
し
ん
で
実
行
し
て
い

ま
す
。
 

平成 
１９年度 

教科書展示会の 
ご案内 
 

小学校でも田植え体験 

６月１５日（金）～７月４日（水） 
月曜日～金曜日　９：００～１７：００ 
（土曜日・日曜日は休館します） 
会場／市役所両津支所３階小ホール 
 
■展示する教科書 
・現在使用している小・中の教科書 
・高等学校用教科書見本 

　教科書展示会は〔教科書理解〕〔研
究促進〕〔適正採択〕のために行いま
す。市民・教員の皆さまの来館をお待
ちしています。 

◆お問い合わせ　 
　佐渡教科書センター 
　（教育委員会　学校教育課内） 
　q２３-４８９８ 

☆特別支援学校（学級）教科書の展示会 
　６月２５日（月）～２８日（木） 
　　　　　９：００～１６：３０ 
 会場／県立佐渡養護学校 2Ｆ会議室 
 

国指定の重要無形民俗文化
財の車田植が北鵜島（両津）で
行われました。 
これは田植えじまいの儀式で、
現在では佐渡と岐阜県にしか残
っていない古い農耕の習俗です。 
大勢の見物人が見守る中、3人

の早乙女が田の中心から円を描くように苗を植えました。田の中央には
豊作の神が降りてくるといわれています。 

市内小学校で田植え体験が行われま
した。 
行谷小では、5年生が７aの水田にコシ

ヒカリの苗
を植えつ
けました。高千小では全校児童による田
植えが行われ、また金泉小で行われた田
植えには、愛広苑の入居者も見学に来て
いました。収穫まで待ちどおしいですね。 

伝 統 の 車 田 植  5月18日 

行谷小 

金泉小 

行谷小 

金泉小 
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木
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泰
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南
中
） 

 
女
子
１
位
　
本
間
　
早
紀（
東
中
） 

高
校
・
一
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１
位
　
土
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正
幸（
中
野
建
設
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１
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生
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 ５
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男
子
の
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１
位
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金
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真
野
中
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女
子
の
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位
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間
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中
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行谷小 

金泉小 

図書館だより 中央図書館 q63-2800
～暮らしの中で役立つ図書館をめざしています～ 
図書館の仕事の中で、レファレンスサービスということばがあります。 

レファレンス（reference）とは、図書館の専門用語で、司書（職員）が図書館の資料を使って

利用者の調べ物のお手伝いをすることを言います。「これなんだろう」「どうしてだろう」「このこ

とについてどうしても知りたい」そんなときは、まず図書館へ足を運んでください。暮らしの中での

疑問や課題解決のために、どうぞ図書館をご利用ください。 

畑野プロスパーズ 

★図書館についてのご質問にお答えします。 

■中央図書館では、議会中継などＣＮSテレビを視聴することができます。ご利用ください。 

 

＊＊５月の予約多数図書　ベスト５＊＊ 
☆1位「秘花」　瀬戸内寂聴（新潮社） 
　世阿弥、波瀾の生涯を描いた会心作。 
☆2位「家日和」　奥田英朗（集英社） 
ネットオークションにはまる専業主婦、今後の
成り行きは？ 
☆3位「ママの友達」　新津きよみ（光文社） 
主婦、シングルマザー、おばあちゃん、そして
殺人者の被害者は・・・ 
☆4位「回転木馬」　柴田よしき（祥伝社） 
夫は誰を本当に裏切っているのか？希望と
哀しみが交錯する感動ミステリー。 
☆5位「まんまこと」　畠中恵（文藝春秋） 
　舞台は江戸の神田、胸が温まる畠中ワールド。 

Ｑ利用者カードをつくるにはどうすれ
ばいいの 
市内にお住まいの方は、赤ちゃんから
どなたでもカードをつくることができます。 
Ｑ読みたい本が貸し出し中のときは 
予約という方法があります。職員に申
し出るか、電話やインターネットからも予
約ができます。（インターネットからの予
約は、事前に登録が必要です。）資料
がご用意できたときは、電話やメールで
お知らせします。 
Ｑ新聞のバックナンバーを見たいの
ですが 
朝日新聞の縮刷版は両津図書館にあ

ります。新潟日報・読売新聞は昭和３０
年から中央図書館で現物保存してあ
ります。その他の新聞は、中央図書館
で３年間保存しています。 
Ｑ「予約」と「リクエスト」の違いは 
図書館が持っている資料に対しては「予
約」、図書館が持っていない資料の購
入希望に対しては「リクエスト」になり
ます。 
Ｑ何冊まで借りられるの 
一人１０冊まで、２週間貸出できます。 
Ｑ全国の電話帳が見たいのですが 
真野図書館にありますのでご利用くだ
さい。 
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■社会体育施設使用料 

■佐渡スポーツハウス使用料 

ランニングコース 300円 100円 
トレーニングルーム 300円 100円 
柔道場・剣道場（1面） 300円 100円 
親子健康体育室 300円 100円 
会議室 300円 100円 
ギャラリー 300円 100円 

 バスケコート 
アリーナ 2面分 100円 
 1,200円  

全天候テニスコート（1面） 300円 ―　 
クレーテニスコート（1面） 200円 ―　 
野球場 1,000円 ―　 
陸上競技場 450円 ―　 
多目的広場 400円 ―　 
屋内、屋外プール 2,000円 200円 
 

 施設 利用区分 
金　額 

   中学生以下 高校生以上 
 
アリーナ

 専用利用 1時間 1,200円 1,200円 
  個人利用 一人一回 50円 100円 
 
ギャラリー

 専用利用 1時間 300円 300円 
  個人利用 一人一回 50円 100円 
 会議室 専用利用 1時間 300円 300円 

人工芝テニス　 
 コート 

専用利用
 
１面１時間 

250円 500円 

 クレーテニス 
 コート     100円 200円 

   通常利用 250円 500円 
     回数券 
  個人利用 （11回綴り） 2,500円 5,000円 
  プール  半年券 4,000円 8,000円 
   １年券 7,500円 15,000円 
  専用利用 １時間１団体 4,000円 8,000円 
   通常利用 100円 150円 
   回数券 
 トレーニング室 個人利用 （11回綴り） ―　   1,500円 
   半年券 ―　   2,500円 
   １年券 　―　   4,500円 
 

附帯施設名 
個人利用 
（1人1回） 

 

市内の社会体育施設使用料を次のとおり統一します。 
（専用利用は1時間当たりの使用料）　 

・照明設備、冷暖房設備、付属設備を使用する場合は別途
使用料が必要です。 

・付帯施設の利用目的、入場料徴収の有無によっては別途
使用料が必要です。 

・専用利用の場合、アリーナの利用面積によっては2分の１ま
たは4分の1の料金になります。 

・専用利用の場合、団体の所属先や利用目的によっては減
免を受けられる場合があります。 

・個人利用の場合、中学生以下は半額になります。 

・中学生以下は、トレーニングルームを利用できません。 

■学校体育施設使用料 

　今までは、学校の体育館は無料で使用できましたが、お

おむねバスケットボールコート１面の広さにつき、１時間100

円の使用料をいただきます。 

　ただし、高校生以下についてはスポーツを通じて健全

育成に寄与するもの、一般については特に必要ある場合

に限り使用料を減免します。 

・冷暖房設備を使用する場合は別途使用料が必要です。 

・付帯施設の利用目的、入場料徴収の有無によっては
別途使用料が必要です。 

・専用利用の場合、アリーナの利用面積によっては2分
の１または4分の1の料金になります。 

・専用利用の場合、団体の所属先や利用目的によって
は減免を受けられる場合があります。 

・個人利用の場合、小学生未満は無料になります。 

 

■お問い合わせ 
教育委員会　生涯学習課　q２７―４１８１ 
 

■お問い合わせ 新潟県佐渡スポーツハウス　q５５―２５６６ 
 
 
 

体育施設の使用料が変わります 
 

10月1日 
から 

　お腹の周りが気になる人の「メタボリック」シンドロー

ム対策や予防に！ダイエットやプロポーション向上・肩凝

りから腰痛、そして糖尿病や高血圧症等々の生活習

慣病にお悩みの方！スポーツハウスの「トレーニングル

ーム」・「室内温水プール」へぜひお出かけ下さい。 

◎室内温水プール（毎週月曜日は定休日） 
　火～金　13：00～20：00／土曜　10：00～20：00 
　／日曜、祝日　10：00～17：00 
　※夏休み期間中は利用時間が変更になります。 

◎トレーニング室・テニスコート・体育館　9：00～21：30

トレーニ 
ング室 

有酸素系フィットネスマシンが 
新規導入されました 
 

2人以上の 
集団利用 

 
（ （ 
専用利用 
 



第６４回国民体育大会 No.13平成21年開催 

◇市役所　企画振興課（国体推進室）　q63―4152　FAX63―5125

★佐渡市実行委員会常任委員会・総会を開催しました 
５月１７日に金井コミュニティセンターホールにおいてトキめき新潟国体

佐渡市実行委員会第１回常任委員会、第２回総会を開催しました。 

２月に開催された各専門委員会で審議された基本計画・実施要項等

が常任委員会で承認され、総会で報告されました。 

今総会で報告された実施要項等に基づき、平成２０年に開催される競

技別リハーサル大会や平成２１年の本大会に向け、準備を進めていきます。 

今後は、大会の成功に向け、市民ボランティアの募集も行っていきます

ので、皆さんのご協力をお願いいたします。 

★昭和39年開催の新潟国体の情報をいただきました 
沢根地区の平田久弥さんから前回の新潟国体の国体旗リレーで相川二見地区から佐

和田窪田地区まで国体旗を持って走ったと情報を頂き、自宅へ取材に伺いました。 

当時のゼッケンや国旗･国体旗、参加記念バッチ、はちまきとして使用した国体名入り手

ぬぐいなども保管されており、拝見させていただきました。 

国体旗リレー当日は、当時の沢根支所長の長島勝美さんを先頭に６人の代表が国体旗

を持ち、後方にはミニ国体旗を持った代表が１０名

一緒に走り、沿道にはお祭りのような人垣ができ、大

きな拍手と声援で迎えてくれた様子を話してくれました。当時の資料によると国

体旗は６月１日に両津港へ到着し、６月３日までの３日間、小学生から高齢者まで延

２,３４３人のリレー隊によって新緑薫る島内全地区を駆け巡ったと記されています。 

平田さん貴重な情報をありがとうございました。（当時の写真は、「国体と佐渡」

の資料写真です。） 

 

あなたの地域のトキめき
情報を募集しています 

　前回の新潟国体の写真や

国体に参加・協力した体験談・

新潟地震のため夏季大会が

中止となり参加できなかったエ

ピソードなどをご紹介ください。 

 

トキめき新潟国体開催記念事業 
バスケットボール国体成年男子強化試合を開催します 

　昨年も実施した他県３県と新潟県代表

が対戦するバスケットボール国体成年男

子強化試合を７月１５・１６日の両日、両津総

合体育館を会場に行います。昨年同様、

白熱した試合を観ることができます。 

どうぞおたのしみに！！ 

　 詳細については、佐渡市国体ホームページに掲載予定です。 
http://sougo.city.sado.niigata.jp/kikaku/kokutai/kokutai_index.jsp
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